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1	 目的 
	 この報告の目的は、フランスの社会学者リュック・ボルタンスキーのアガペー概念を検討することによっ

て、アンソニー・ギデンズの純粋な関係性概念が含む純粋さとは別様のそれを提示することにある。『資本主

義の新たな精神』（Boltanski et Chiapello 1999＝2013）を代表作に持つボルタンスキーの社会学は、ピエー
ル・ブルデューとの関係性という点から、次の三つの時期に分けることができる。ブルデューの下で研究を

行っていた時期、ブルデュー社会学から距離を置いて自らの社会学を築き上げようとした時期、そしてブル

デュー社会学と己の社会学との統合へと向かう時期である。ボルタンスキーがアガペーを社会学の議論に載

せようとしたのは、この二つ目の時期である。ブルデュー社会学との距離化の一つの現われと考えることの

できるこのアガペー概念が、ギデンズの議論では捉えきれないような人間関係の純粋さの有り様を提示しう

ること。この点を明らかにすることが、本報告の主な目的である。 
 
2	 方法 
	 ボルタンスキーがアガペー概念に取り組んだのは、1990年の著作『能力としての愛と正義』（Boltanski 1990）
においてである。上述の目的は、この著作の検討と、そこで得られた知見をギデンズの議論と比較する作業

を通じて達成される。 
 
3	 結果 
	 検討の結果、ボルタンスキーのアガペー概念が、行為様式、時間性、自己という三つの観点から特徴づけ

られることが明らかになる。すなわち、対抗贈与を期待しない贈与、現在への選好、そして、同一性からの

ずれとしてある瞬間に生起する、愛の経験と無媒介に接続しているような自己である。 
 
4	 結論 
	 純粋な関係性概念における純粋さは、社会的・経済的条件という当該関係にとって外在的な要因ではなく、

関係それ自体から得られる感情的満足を、関係の継続もしくは解消の基準にする点に求められる。 
	 それに対して、ボルタンスキーのアガペー概念が内包する純粋さは、純粋な関係性とそれが依拠するコン

フルエント・ラブが定期的に招き寄せる、心的見返りに関する計算を遠ざける点に求められる。 
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